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全体を通して（事業所の優れている点、独自に工夫している点など）

◇特に評価の高い点
　平成２０年に改築移転を行い、全室個室のユニットケアを実施している。利用者の尊厳とプライバ
シーを確保した質の高いサービスが全ての面で提供されている。
　施設サービスは、手続き書あるいは標準マニュアルによって実施され、常に、見直し作業を通じて、
工夫あるサービスが展開されている。
　施設運営、サービス提供の質を点検評価する責任体制、組織、手続きが具体的かつ明快であり、
PDCAサイクルに基づいて、施設長のリーダーシップと各職員の自発的・自主的・創造的な意見や問題
提起により常に改善されている。
　施設長は職員を信頼し、職員は働き甲斐をもって取り組んでいる。引き続き、サービスの質が確保さ
れるように、常にメンテナンスを行い、現在の取組に慢心することなく取り組み、他施設の模範となるよ
うたゆまない努力をしてください。

◇改善を求められる点
「個人情報の取り扱いに関する規則」に基づき管理体制の確立はできているが、文書管理に関する規
程類が未整備である。トイレの冷暖房設備の整備について、検討してください。外部評価の導入につ
いては、引き続き検討してください。地域移行支援についてはその実績がないので、今後実績がない
ことに対する評価を行い、可能な利用者には積極的に地域移行支援を行う取組を模索してください。

　平成１９年２月、平成２３年１月に続き、今回が３回目の受審であり、また平成２０年の施設移転後、
ユニット型特養となって２回目の受審でしたが、前回「出来ている」と評価されたことでも、それを維持す
ることの難しさを改めて感じました。
　また第三者評価の受審は自施設の体制を見直す良い機会でもあり、今回もまた新たな課題を発見
することができました。
　今後は今回の受審結果を元に、ご利用者・ご家族に「安心」を提供し、地域の方々に親しまれる施設
を目指して、さらに専心努力する所存です。
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Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

全室個室のユニットケアの導入により、利用者の一人一人の個性を尊重し、尊厳が保障されるきめ細
かな質の高いサービスが提供されている。職員は、常に向上心とサービスの質を高めるための工夫を
自主的、自発的に行っている。利用者の感想からも質の高いサービスを提供していることが裏付けら
れている。

　「健康で安らかな生活の保障」を趣旨とした法人の理念に基づいて、その理念を具体化する中長期
計画、事業計画が策定されている。策定にあたっては、職員の意見が十分に踏まえられている。理念・
方針、各計画は、職員・利用者にも周知されている。施設長の積極的な自己研鑽への努力が職員の
士気と働き甲斐を高めている。

Ⅱ　組織の運営管理

組織の運営管理において、施設長は、事業経営を取り巻く環境を的確に把握し、人材育成、就業状況
のへの配慮、安全管理を計画的に行っている。常に、施設全体で運営管理、サービスの質に関する自
己点検を行い、課題を明確にしている。課題解決にあたっては、施設長、職員がそれぞれの役割を明
確にし、組織的に取り組んでいる。地域との関係も良好であり、地域の社会資源を活用した運営管理、
サービス提供がなされている。

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

　「施設介護サービス提供管理マニュアル」をもとに、均質な各種のサービス提供がなされている。
サービスの質は常に自己点検され、課題解決を行う仕組みが整えられている。マニュアルの見直しも
随時行われ、職員が自発的、自主的にサービス内容を改善するための責任体制や手続きが整えられ
ている。

Ⅳ　良質な個別サービスの実施
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